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；－支部ニュース

おおた

フリーな編集「おおたの同友J

60名達成！総会参加者
4

月
ロ
日
、
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
（p
I
O

）
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
I

ル
が
満
員
に
な
っ
た
。

こ
の
目
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
l

ル
で
は
東
京
中
小
企
業
家
同
友

会
大
田
支
部
の
第
勾
回
の
総
会
が
行
わ
れ
て
い
た
。

満
員
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
総
会
の
記
念
講
演
で
の
こ
と
で
あ

ヲ
。。記

念
講
演
は
総
会
議
事
の
後
の
恒
例
企
画
の
ひ
と
つ
。

今
年
の
記
念
講
演
の
講
師
は
昨
年
ロ
月
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
に
上
場

を
果
た
し
、
そ
の
後
の
株
価
も
上
昇
し

続
け
積
極
的
な
事
業
展
開

で
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
側
テ
ン
ポ
ス
パ
ス
タl
ズ
社
長
の
森
下

篤
史
氏
だ
。

大勢の参加で森下氏も熱が入る

森
下
氏
は
幹
事
会
よ
り
講
演

依
頼
を
受
け
た
際

「講
演
が
始

ま
る
と
き
に

1
0
0

人
い
な
い

と
や
ら
な
い
よ

。
」
と
い
う
条

件
を
提
示
し
て
い
た
。

依
頼
し
た
幹
事
会
と
し

て
も

な
ん
と
し
て
で
も
1

0
0

人
以

上
の
参
加
者
を
集
め
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
例
年
と
気
合
の
入
れ

方
が
違
っ
て
い
た
。

各
会
員
に
対
す
る
誘
い
の
電
話
や
、

注
目
を
集
め
や
す
い
チ
ラ

シ
を
つ
く
り
新
聞
折
込
み
な
ど
、
事
前
の
準
備
か
ら
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。

例
年
の
総
会
は
午
後
1

時
か
ら
始
ま
り
、
記
念
講
演
、
懇
親
会

と
続
き
午
後
9

時
ま
で
の
長
丁
場
で
、
さ
ら
に
準
備
を
す
る
幹
事

は
午
前
山
時
半
か
ら
な
の
で
問
時
間
以
上
に
な
る

。

毎
回
「
長
す
ぎ
る
」
と
い
う
批
判
を
受
け
な
が
ら
も
相
変
わ
ら

ず
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
て
き
た
。

例
年
で
は
総
会
が
始
ま
る
頃
は
参
加
者
が
却
名
前
後
く
ら
い
し

か
お
ら
ず

、

三
・々
五
々
集
ま
り
だ
し
て
記
念
講
演
の
こ
ろ
7
1
8

0

名
に
な
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た

。

総
会
で
お
招
き
し
た

来
賓
の
方
の
挨
拶
を
頂
く
頃
は
、
ま
だ
ま
ば
ら
な
参
加
者
で
あ
ま

り
に
来
賓
の
方
に
失
礼
で
あ
る
と
の
配
慮
か
ら
、
今
年
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
総
会
の
最
後
に
来
賓
挨
拶
と
す
る
変
則
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
た
が
、
や
は
り
違
和
感
の
あ
る
進
行
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め

な
し時

間
の
長
さ
は
例
年
と
変
わ
ら
な
い
長
さ
だ
が
、
終
わ
っ
て
み

る
と
長
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
中
身
の
濃
き
で
あ
っ
た
。

若
手
勢
返
り
討
ち
に

今
回
の
記
念
講
演
は
単
に
森
下
氏
の
成
功
談
を
一
方
的
に
聞
く

だ
け
の
講
演
で
は
な
く
、
比
較
的
会
歴
が
浅
く
か
っ
若
い
経
営
者

に
よ
る
公
開
質
問
形
式
で
、

森
下
氏
の
素
顔
に
迫
る
と
い
う
企
画

も
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
だ
。

始
ま
る
ま

で
は
「
森
下
さ
ん
に
鋭
く
突
っ
込
む
」
と
ば
か
り
の

勢
い
の
若
手
勢
だ
が
、
い
ざ
本
番
で
は
か
な
り
緊
張
の
様
子
で
森

下
氏
に
返
り
討
ち
に
会
っ
た
感
が
あ
る
。

会
外
か
ら
の
参
加
者
多
数

地
元
注
目

企
業
経
営
者
の
講
演
と
あ
っ

て
、
新
聞
折
込
み
の
効

果
が
大
き
く
同
友
会
会
員
外
の
参
加
者
も
多
く
、
そ
の
後
こ
の
講

演
が
き
っ
か
け
で
入
会
さ
れ
た
方
も
あり
嬉
し

い
ニ
ュ
ー
ス
の
ひ

と
つ
で
も
あ
る
。

カ
プ
セ
ル
佐
々
木
・
潰
口
賞
受
賞
！

カ
プ
セ
ル
佐
々
木
こ
と
本
名
一
佐
々
木
正
勝
氏
（三
笠
総
合
保

険
・

リ
バ
l

サ
イ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
強
豪
今
井
氏
（
興
和
運
輸
・

ア
イ
ラ
ン
ド
ブ
ロ
ッ
ク
）
、
岡
田
氏
（
ワ
ー
ル
ド
エ
ア
シ
ス
テ
ム

・

大
森
ブ
ロ
ッ
ク
）
、
陳
氏

（華
豊

・

エ
ア
ポ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク

）

を
抑
え
、
伝
統
の
漬
口
賞
を
獲
得

し

た
。

佐
々
木
氏
は
横
浜
の
片
田
舎
に
自
宅
が
あ
り
（
実
は
私
の
自

宅

の
近
所
）
同
友
会
活
動
（
深
酒
？
）
で
夜
遅
く
な
る
と
帰
れ
・
な
く

な
り
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
の
お
世
話
に
な
る
と

い
う
こ
と
か
ら

”
カ

プ
セ
ル
佐
々
木
“
の
愛
称
で
親
し
副
1
j
』
・・
・
E
耳
－
々

「
川－

y
i

咽
可

｜
卜
h

－
←
固

ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
o

－

－
p
t

u
－
－
司

一
の

－F

h
ui

J
Vv

・
－
－
－
－
－
F
E酌
凹H
d’

圃

ドh
E

昨
年
よ
り
リ

バ
l

サ
イ
ド

ブ
ロ

」
明
白
宣E
・
・
咽
田
一
イ

t

－
，
t
占
a
・
・
・
・
・
・
’

－
サ

ッ
ク
長
を
務
め
る
と
と
も
に
、
助

・
T
削
除
品
・
回
附
悶担

成
金
研
究
会
の
活
動
を
通
し

て
会

ーι
匹

E
・
・
・
E
唱
一

員
企
業
6
社
を
東
京
都
の

「経
営

」A
U想
州a
・
田
聞
一向

革
新
支
援
法
認
定
企
業
」
に
導
い

叫
弓
舗
闘

H
M
Z

た
こ
と
な
ど
、
支
部
に
多
大
な
貢

司

令
£
・E
・
・
岡
－
珪

献
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
評
価
さ

硲
湯
引
酒
田
町時

－

料

れ
た
と
と
も
に
、
リ
パ
l

サ
イ
ド

ι
”
F
〓
羽
田
晋
星

－
を

r，
a
R
u
t，
r

ト
こ

氏

ブ
ロ
ッ
ク
の
組
織
的
な
応
援
が
奏

U
EE
－
－
・
団
団

一木

i

司
司凶
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
々

功
し
た
。

F・
l
h
い
れ
M
U
U
「
l
L
佐

若
手
講
談
師
登
場

、
1
1

．
F

り
恒
例
の
懇
親
会
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

1
3
・
’
γ
に
は
無
声
映
画
の
若
手
講
談
師

「坂
本
頼

f，
h守
pd
・
－
削
脚
光
（
ラ
イ
コ
ウ）」
師
匠
を
招
き
、
創
作
無

〆
1

・
・
司
装

光

，

t

咽
司
衣
頼
声
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
対
鞍
馬
天
狗
」
を
ご
披

露
い
た
だ
き
、
懐
か
し
き
と
物
珍
し
き
の
雰
閤
気
に
包
ま
れ
た

。

毎
回
思
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
長
時
間
で
内
容
の
濃
い
任
意

団
体
の
総
会
は
他
で
は
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
、
同
友
会
の
中
で
も

盤
…
ぃ
。

”
長
す
ぎ
る
“
と
い
う
批
判
は
あ
る
が
大
田
支
部
の
名
物
で
も

あ
る
”
長
時
間
総
会
“
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
た
「
無
形
文
化
財
」

と
し
て
継
承
し
て
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

長
く
て
も
飽
き
ら
れ
な
い
企
画
作
り
が
支
部
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源

の
ひ
と
つ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

記
事
荒
井
守

（ソ
ニ
l

生
命
保
険
株
式
会
社
）

間石
井
誠
二
氏

m
同
友
J

オ
ザノ
～

ザ

イ
ヤ
l

山
企
画
部
門
最
優
秀
鴬
受
漢
口

問
「
同
友
オ
プ
・
ザ
・
イ
ヤ

i

」
は
、
二
0
0
0

年
度
か
ら
始

悶
ま
り

、
今
年
で
三
回
目
に
な

り

ま
す
。

問
過
去

一
年
間
、
最
も
同
友
会
活
動
に
貢
献
し
た
企
業

（企
業
部

肌
門
）
と
最
も
同
友
会
ら
し
い
企
画

（企
画
部
門
）
と
を
総
会
の
出

m
席
者
の
投
票
で
決
定
す
る
も
の
で
す
。

本
年
は
全
都
か
ら
五
社
の

澗
企
業
が
推
選
さ
れ
、
総
会
の
席
上
、
目
黒
支
部
の
附
レ
イ
ン
ボ
ー

m
ノ
l

ツ
の
藤
原
照
久
社
長
と

側
八
百
八
町
の
石
井
誠
二
社
長
と
の

m
－
F
V

目
！

ト
付
吃
W

決
戦
投
票
が
行
わ
れ
ま

一

i

臥
R
U
！

ー
ま
初
で
し
た

。

投
暫
定
先

立
つ

’
『

V
Blkm』
明
1

4
・
・
・
・
司
フ
業
に
云
姿
；

m
－
A
む
軍
内
白
民
団
圃
・
町
オ
企
賞
副
卜
て
、
推

薦
・
応
援
演
説

m
E
ン
一週
摺
明1』
ηI
ト
備
制h
が
あ
る
の
で
す
が
、
我

阻
「
邑

F

聞
い
l
」

同
イ
最
石
ャ
が

側
北
山
の
北
山
社
長

加
に
よ
る
応
援
演
説で
「
目

黒
の
藤
原
さ
ん
も

立
派
な
活
動
を
さ
れ

m
ま

し

た
が
、
今
回
は
相
手
が
悪
か
っ
た
。

今
回
は
ア
キ
ラ
メ
テ
下

m
さ
い
」
が
効
い
て
か
、
見
事
石
井
誠
二
氏
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま

m
し
た
。

企
画
部
門
は
女
性
部
「
い
つ
ぽ
前
へ
レ
デ
ィ

ー

G
O

」

m
が
最
優
秀
賞
と
な
り
ま
し
た
。

石
井
社
長
に
は
少
々

小
さ
す
ぎ
る

m
「
伝
説
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト」
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
着
て
い
く

m
と
全
都
の
例
会
が
無
料
と
い
う
特
典
っ
き
・
・E

慢

------------

h7 

閣
で
す
。

圃
－
－
・
の

聞
大
田
支
部
は
第
一
回
の
森
下
篤
史
氏

（テ
・
・
聞
臨

四
ン
ポ
ス
パ
ス
タ
l

ズ
）
、
第

二
回
の
佐
藤
園
周

a
・
鳥

削
仁
氏

（シ
テ
ィ
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ

）
と

一
一
一回開
制
帽
M

ぺ

m
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
第
・
圃
圃
圃
刈

・
・
・
・
園町1

・
・
・
＃
九

m
四
回
受
賞
を
目
指
し
て
頑
張
り
し
よ
う
。

圃
・
E
幽
か

m
文
責

中
塚

正
雄
（
鋼工
ル
・
工
ス
経
営
研
究
所
）

…「
m
到

澗
表

m
E貝

献
金A

m
年
Z

門
U

-a
4
EE 

n
 

ロ

. 

東
京
金
商
株
式
会
社

小
杉
産
業
株
式
会
社

株
式
会
社
三
津
海
製
作
所

有
限
会
社
オ
フ
ィ
ス

吉
野

株
式
会
社
エ
コ
テ
ッ
ク

株
式
会
社
太
宝
商
店

東
洋
防
災
設
備
株
式
会
社

有
限
会
社
エ
ル
・
エ
ス
経
営
研
究
所

丸
良
興
業
有
限
会
社

株
式
会
社
大
商
物
産

株
式
会
社
三
和
デ
ン
タ
ル

株
式
会
社
八
百
人
町

中
島
武
氏

小
杉
幸
裕
氏

渡
辺
幸

一
氏

吉
野
明
彦
氏

都
筑
建
氏

添
原
憲
征
氏

芦
沢
良
雄
氏

中
塚
正
雄
氏

虻
川
良
雄
氏

大
城
達
夫
氏

菅
沼
佳

一
郎
氏

石
井
誠

二

氏
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東京中小企業家同友会
大田支部

参
期
は
ご
の
布
陣
で
い
く
ぞ
日
一

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

次
世
代
の
大
田
支
部
作
り
の
為

に
、
今
回
は
副
支
部
長
の
役
割
や
任
務
を
分
担
し
て
責

任
を
持
っ
た
活
動
を
し
て
い
く
事
に
よ
り
、
同
友
会
を

よ
り
深
く
理
解
し
て
将
来
の
大
田
支
部
作
り
の
中
心
的

な
役
割
を
に
な
う
人
材
の
育
成
を
し
て
い
け
る
よ
う
な

体
制
作
り
を
致
し
ま

し

た
。

幹
事
会
で
す
が
、
現
在
幹
事
に
な
っ

て
い
る
方
で
も

幹
事
会
に
出
席
し
て
い
な
い
方
が
お
り
ま
す
が
、
幹
事

会
の
活
性
化
も
出
席
が
な
け
れ
ば
活
性
化
で
き
ま
せ
ん

の
で
次
年
度
の
時
に
は
幹
事
を
降
り

て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
と
し
て
は
、
同
友
会
は
「
儲か
る
」
仲
間
の
集
ま

り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

そ
れ
は
、
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
を
教
わ
る
・
自
分

の
会
社
に
ま
た
は
自
分
に
気
付
き
与
え
て
く
れ
る・
元

気
が
出
る
・

良
い
友
人
が
出
来
る
・
等
な
ど
上
げ
た
ら

キ
リ
が
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

同
友
会
は

一
人

一
人
を

主
役
に
と
言
う
基
本
が
あ
り
ま
す
が
、
自
ら

が
参
加
し

な

け
れ
ば
『
儲
か
る
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
な
い

と
お
も

っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
人
事
は
思
い
切
っ
た
人
事
を
し
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
副
支
部
長
の
皆
さ
ん
が
非
常
に
や
る

気
を
出
し
て
頂
い
て
お
り
、
支
部
長
の
私
に
も
い
ろ
ん

な
意
見
を
言
っ
て
く
れ
て
お
り
こ
れ
か
ら
の
同
友
会
が

楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
正
副
中
心
に
行
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
現
幹
事
の
皆
様
に
は
是
非
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
叉
現
在
幹
事
で
な
い
方
で
も
自

ら
進
ん
で
幹
事
会
に
参
加
し
た
い
と
言
う
会
員
の
方
を

求
め
て
お
り
ま
す
。

同
友
会
の
役
割
を
受
け
た
時
に
、
自
分
の
気
持
を
ど

の
よ
う
に
持
っ
か
で
『
儲
か
る』
の
で
す
。

与
え
ら
れ
た
チ
ャ
ン
ス
は
自
ら
挑
戦
す
る
の
が
私
の
モ

ッ
ト
ー
で
あ
り
ま
す
の
で
、
副
支
部
長
と
も
ど
も
頑
張

り
ま
す
。
宜
し
く
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
中
小
企
業
家
同
友
会

大
田
支
部
支
部
長

第
－
一
次
曹
沼
体
制

新
組
織
の
狙
い

大
田
支
部
支
部
長
を

二
年
一
期
終
え
ま
し
て
反
省
す

る
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
再
度
二
年
一
期
の
チ
ャ
ン
ス

を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
よ
り
、
過
去
二
年
の
経
験
を
生

か
し
て
挑
戦
し
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
テ
l

マ
は

、

〔
チ
ェ
ン
ジ
・

チ
ャ
レ
ン

ジ
・

元
気
が
一
番
〕
で
あ
り
同
友
会
の
基
本
で
あ
る

一

人

一
人
が
主
役
で
あ
り
元
気
が
出
る
仲
間
の
集
ま
り
に

な
る
活
動
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

も
う
一
つ
の
テ
1

マ
で
あ
り
ま
す
大
田
支
部
の
次
世

代
の
同
友
会
幹
事
候
補
が
参
加
し
て
く
る
活
動
も
大
き

な
テ
l

マ
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
副
支
部
長
人
事
は
、
思
い
切
っ
た
若
手
の
登

用
と
入
会
の
年
月
の
浅
い
人
で
布
陣
を
敷
き
ま
し
た
。

こ
の
副
支
部
長
を
中
心
に
大
田
支
部
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

最
近
の
幹
事
会
で
の
議
論
で
は
「
例
会
」
に
関
し
て

か
な
り
何
度
も
話
し
て
き
ま

し

た
。

会
歴
の
浅
い
方
と
経
験
の
あ
る
会
員
と
の
認
識
に
か

な
り
食
い
違
っ
た
理
解
が
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
例

会
は
同
友
会
の
原
点
と
な
る
活
動
で

一
ヶ
月
に
一
回
全

員
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
再

認
識
さ
れ
例
会
は
充
実
さ
せ
て
い
こ
う
と
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
布
陣
で
は
、
総
て
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う

よ

り
大
田
支
部
二
五
O
社
が
一
同
に
結
集
す
る
と

一
言う

意
味
で
、
例
会
づ
く

り
を
正
副
支
部
長
会
で
し
っ
か
り

作
り
上
げ
て
い
き

、

会
員
は
勿
論
他
国
体
に
も
影
響
を

与
え
て
い
き
、
会
員
増
強
に
な
る
よ
う
な
例
会
づ
く
り

を
行
い
、

会
の
結
束
を
強
め
て
い
く

例
会
を
正
副
支
部

長
が
中
心
に
な
っ
て
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す。

そ
の
為
に
は
例
会
の
進
捗
状
況
と
企
画
案
を
立
て
て

そ
れ
を
柱
に
実
行
し
て
い
く
為
の
企
画
を
正
副
の
中
で

案
を
練
り
幹
事
会
に
計
っ
て
い
き
ま
す
。

大
田
支
部
は
委
員
会
や
ブ
ロ
ッ
ク
会
そ
の
他
行
事
が

支部長

菅沼 佳一郎
平成 5年 3 月入会 ・ 53歳

〈副支部長〉

菅
沼
佳
一
郎※敬称、略

第
3

回
共
鳴
コ
ン
サ
ー
ト
司
会
を
終
え
て

東
京
中
小
企
業
家
同
友
会
大
田
支
部
、
計
研
、
ア
イ

ラ
ン
ド
ブ
ロ
ッ
ク
共
催
で
3

月
例
会
と
し
て
第
3

回
共

鳴
コ
ン
サ
ー
ト
が
4

月
5

日
第

一
土
曜
日
に
大
田
文
化

の
森
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
目
的

は
大
田
区
在
住
の
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
躍
で
き
る

フ
ィ
ー
ル
ド
を
作
り
た
い

。

地
域
の
文
化
、
伝
統
芸
能

を
後
世
に
伝
え
た
い
。

世
代
を
超
え
、
音
楽
の
ジ
ャ
ン

ル
を
超
え
、
共
に
共
感
で
き
た
ら
と
始
ま
っ
た
の
が
こ

の
「
共
鳴
」
で
す
。

新
年
会
疲
れ
し
た
1

月
末

、

大
森
駅
そ
ば
の
「
ノ
ゼ」

で
ア
イ
ラ
ン
ド
ブ
ロ
ッ
ク
の
集
ま
り
が
あ
り
、
そ
の
日

か
ら
私
の
心
労
が
始
ま
り
ま
し
た
。

推
薦
魔
と
言
わ
れ

て
い
る
副
支
部
長
の
井
上
氏
よ
り
「
杉
さ
ん
に
お
願
い

が
あ
る
ん
だ
け
ど
も
。
」
と
い
つ
も
の
ま
じ
め
顔
の
ア

プ
ロ
ー
チ
。

こ
の
言
葉
で
私
は
い
つ
も
固
ま

っ
て
し
ま

う

。
「
今
度
の
共
鳴
コ
ン
サ
ー
ト
の
司
会
を
や
っ
て
く

れ
な
い
か
な
l

」
「
杉
さ
ん
は
ル
ッ
ク
ス
も

良
い
し
度

胸
も
あ
る
し
・
・
・
・
」
な
ど
・
な
ど
。

私
の
断
り
の
言
葉

な
ど
彼
に
と
っ
て
は
「
カ
エ
ル
の
顔
に
何
と
か
で
」
次

々
と
女
性
を
口
説
く
よ
う
に
殺
し
文
句
が
彼
の
口
を
突

い
て
出
て

く
る
。

第
2

回
目
の
共
鳴
を
客
席
で
聴
い
て

い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、

「ま
あ
i

何
と
か
な
る
か
な
i

。
」

と
思
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
運
の
尽
き
、
引
き
受
け
る
は

め
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
相
方
の
女
性
の
司
会
が
決

ま
ら
ず
、

初
顔
合
わ
せ
に
な
っ
た
の
が
当
日
の
午
後l

時
、

美
人
で
魅
力
的
な
女
性
だ
と
皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ

る
通
り
大
変
素
適
な
C
S

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
川

寄
千
津
子
さ
ん
と
お
会
い
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
驚
い
た

こ
と
は
、

司
会
に
関
し
て
・
・
川
l
i
l
i
－
－
－L
人

は
プ
ロ
だ
と
云
う
こ
と
で
・
問li

，

4

・

E
一
一

圃
－
－
同u
、
ι月
｝

t
p
a

－
－
－
－
圃る

す
。

自
己
紹
介
も
程
ほ
ど
・
同
M
h

，
－

1... 

に
、

早
速
打
ち
合
わ
せ
に
圃
ド
！
い
」
・
司
』
畑
吋

・
・
・
・
・
・
司

1
1
1
d
t
u
m
刈
j
a
a

－
－
－
－
－

R
U帽

t
h
v

入
り
掛
け
合
い
で
の
や
り
－

F
J
j
A

L
U4

・
付

取
り
を
す
る
と
、
川

寄
さ
・
胃
、
、
．V
V
園
田
拡

ん
は
ま
っ
た
く
の
自
然
体
・
・
F
月
川
いい岨
閣
河
川
』
備

で
、

無
理
な
く
ス
ム
ー
ズ
・
・
園

、

L

結

で
、
私
は
と
い
え
ば、

「こ
ん
な
感
じ
の
話
を
し
ま
す

か
ら
」
な
ど
と
言
葉
に
な
ら
ず
、
や
り
取
り
に
も
な
ら

ず
、
相
当

、

不
安
に
さ
せ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
一

通
り
打
ち
合
わ
せ
が
終
わ
り
舞
台
に
上
が
っ
て
み
る
と
、

す
で
に
出
演
者
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

音
合
わ
せ
と
い
う
の
か
、
客
席
の
後
ろ
中
ほ
ど
に
い
る

音
響
調
整
す
る
人
と
演
奏
者
と
で
楽
器
や
マ
イ
ク
の
音

合
わ
せ
を
し
て
い
く
。

照
明
に
注
文
を
つ
け
る
演
奏
者

も
い
た
り
、
初
め
て
舞
台
の
裏
側
を
見
ま
し
た
。

突
然

司
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
も
し
ま
し
ょ
う
と
舞
台
責
任
者
の

伊
藤
氏
に
言
わ
れ
、
舞
台
の
袖
か
ら
カ
ー
テ
ン
の
前
に

出
る
。

開
演
冒
頭
の
挨
拶
を
や

っ

て
み
る
。

緊
張
す
る

が
、
リ
ハ
ー
サ
ル
と
思
う
の
で
気
が
楽
で
あ
る
。

聞
い

た
こ
と
の
無
い
専
門
用
語
が
多
く
理
解
で
き
な
い
。

何

度
も
口
を
挟
み
意
味
を
確
認
す
る
。

ま
だ
大
分
時
聞
が

あ
る
の
で
、
こ
の
間
に
出
演
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ
の
生
い
立
ち
、
グ
ル
ー
プ
名

の
意
味
、
伝
え
て
欲
し
い
事
、
今
後
の
予
定
、
面
白
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
等
、
場
を
つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
時
の
ネ
タ

を
仕
込
ん
で
お
い
た
。

そ
れ
が
終
わ
っ

て
や
っ
と
準
備

が
出
来
た
気
が
し
た
。
し

ば
し
川
寄
さ
ん
と
情
報
交
換

な
ど
し
て
た
ら
、
開
演
加
分
前
に
な
り
、
伊
藤
氏
よ
り

叩
分
前
に
舞
台
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
わ
れ
た
と
き
、

覚
え
た
は
ず
の
全
て
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
切
っ
た

時
の
よ
う
に
プ
ツ
ツ
ン
頭
の
中
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。

あ
わ
て
て
、

「
す
みま
せ
ん
！

も
う

一
度
お
さ
ら
い
お

願
い
し
ま
す
3

」
開
演
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
、
お
さ
ら

い
は

続
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
訳
で
、
舞
台
演
奏
の
方
は
、
全

然
覚
え
て
い
な
く
て
次
の
演
奏
者
の
紹
介
で
頭
が一
杯

で
し
た
。

は終わってみると、応援にザ駆けつけてくれた友人達が、イ演奏者達のすばらしさを褒川め称え、入場料2、500一り円は安いと話し合っていまか刊した。初出演のぎヨZ2EG、X1慣れ親しんだ曲の多かった山風コリンズ、気迫とリズムでコ客日本人の原点を思い出させてくれた大井権現太鼓保存会、去年もご参加頂き、ソプラノサックスフォンで興奮させてくれたJAJAとボーカルのNONとRIA。日本の伝統の楽器「尺八」をまるでサックスフォンのように奏でるブルース・ヒュlパナ！とピアノのジョナサン・カツツのDUO、特に最後のDUOと大井権現太鼓とJAJAのセッションは司会役もほとんど終わった安心感からか、体も心も揺さぶるフィナーレでした。二度と司会はやらないと心に決めつつも、妻や母から「なかなか自然で良かったよ」（川寄さんのおかげです）と言われると、ついその気になりそうな自分が怖く感じられ、大役を果たした安心感からか、どっと疲れがでできました。朝の9時から、また終わったあとも、準備・片付けを担当された、同友会大田支部、引研、アイランドブロックの皆さん大変お疲れ様でした。大成功だと思います。初めたて裏からコンサートを見て、九こんなに沢山の方達が関つにていることが分かり、コンアサートの大変さを感じまし一た。これからもこのすばらの査しい共鳴コンサートが永く削対続くことを願っております。よ現高輪ディーゼル株式会社回唯杉崎武春（アイランドブロック）即日M
名前（入会 ・ 年齢）
担当

笠井 仁志 （平成1 1年1 2月 ・秘密）
””・ ・ 噌F 『F ’ ーー ーーー，，，岨F 相年『，－---－坤－-.与 4 ・ーーーーーーー・・ー

幹事会、他団体、行政、渉外、産学交流、
＊八t、メZ虫3、( 

鈴木善彦（平成 6 年10月・ 45歳）
ー－－－－－－－－－－－－－－－－－ーーー・ーーー”ーー..』骨ー ーー ー ー ー ーーーーー

新会員フォロー、他団体、行政、渉外、
人材開発

内海節子 （平成12年 8 月・秘密）
ーー － ーーーーー・・ーーーーーーー・ーーーーー－－－ーーー・ーーーーーーー・・ーーー

幹事会、会勢拡大、広報、 親睦

本本 良江 （平成 9 年 9 月・ 秘密）
ー． ，ー””ー， F ー『””－-－ ーーー －-.・－-.・ーーーー 晶 』 ーー ーー －----
会勢拡大、他団体、行政、渉外、親睦、
全恥盛b・~‘ 

岡田 健（平成10年 7 月・ 39歳）
ーーー骨ー・．．．，，唱F 唱e ，，ーーー，・ーーーーー』ー量 4・ー－-－ーー－ .酔＋事，－，，宇

幹事会、会勢拡大、他団体、行政、渉外、
広報

鈴木裕二郎（平成14年 7 月・ 38歳）
a・ーー ーーーー ーーーーーーー ーーーーーー ー”ーーー － ーー－ － ーーーーーーーー ー ー・

会勢拡大、ブロック会、総会

石川 英嗣（平成12年11 月 ・ 34歳）
ー－－－－－－－ーーー・ーーーーー ー ーーー － ーー ーーーー－ー －--－ーーーーー・ーーー
幹事会、新会員フォロー、他国体、行政、
渉外、プロ ッ ク会

川寄千津子 （平成14年 6 月 ・ 秘密）
－ ·幽ーーーーーーーー 』ーー ーーーー 』ーーーーー ーーーーーー－－－－－－－－－－－－－－

広報、親睦、ブロック会、産学交流
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一

日
所
込
ア

ペ

所
比

月
年
伐

mH
ル
ム
仲
間
引H

u
m年
意
引

u
n
－
－
宅

屯

藁

q

創
会
会
メ

ホ

n
n

櫨
生
祉
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業
出
会
自

ー
j聾4軒：ti.A
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氏
会邑番号

ど
ん
底
か
ら
遣
い
上
が
っ
た
「
あ
の
犬
伏
氏
」
の
例
会
講
演
レ
ポ
ー
ト

講
演
者
有
限
会
社
イ
ン
タ
ー
ハ
ン
ズ
代
表
犬
伏
秀
一
氏

；
：
司
J
R

－』
’
サ
ン
ノ
ゼ
市
立
大
学
在

学
中
に
始
め
た
旅
行

EW
-
-,

F
Mba 

p
h

決
園
町
a

す
車
、
／
を
業
。

後
の
栄
光
と
ど
ん
底
を
味
わ
う
こ
と
に
な

配
川
穴
置
冒し一
－＼
づ
け
る
こ
の
会
社
設
立
の
た
め
帰
国

。

降
り

立
っ
た

一

制
』
胴μ
”
し
デ
マ
地
は
大
田
区・椛
谷
。

こ
れ
が
犬
伏
氏
に
と
っ

r
l
ト
広
明
也
・
・
ぃ
b
い
て
運
命
的
な
第

一
歩
だ
っ
た

。
「
大
田
の
同
友

園
一
「
聡
温
F
恒
国
間
副
山
む
る
会
が
な
か

っ
た
ら
今
の
自
分
は
考
え
ら
れ
な
い
」

圏
一
占
奥
山
国
語
以
と
語
る
背
景
に
は
、
こ
の
地
で
最
初
に
出
遭

っ

里
一
掬
開
駈
司a
a
道
官
功
た
不
動
産
屋
さ
ん
や
切
薩
琢
磨
し
合
っ
た
同
友

睦

h
h
F
a
L
E

相
会
の
仲
間
達
と
の

一
方
な
ら
ぬ
付
き
合
い
の
深

・
1

F
H
F
H
F

h
M

圃
犬
店
っ
き
が
にじ
み
出
る
。

「
あ
の
：
・
」
戦
略
で
初
億
1

「
一千
万
人
を
海
外
へ
」
。
八
十
年
代
、
時
は

ま
さ

に
国
を
上
げ
て
の
海
外
旅
行
ブ
ー
ム
。

追
い
風
に
乗
っ
た
。
「
あ
の
、

O

O
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る

」
と
か
、

「シ
ン
グ
ル
ル
l

ム
に
二
人
で
ウ
フ
フ
」
な
ど

画
期
的
な
広
告
戦
略
に
よ
り
売
上
も

一
気
に
跳
ね
上
が
り
二
十
億
。

預
金
残
高

は
常
に
一
億
以
上
。
こ
れ
を
運
用
し
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
チ
ェ
ー
ン
展
開
へ
。

次
々

店
舗
を
増
や
し
た
。
「
世
界
中
で

一
番
エ
ラ
イ
の
は
俺
だ
！

」
と
叫
ぶ
同
氏
に

「そ
う
だ
H

」
と
社
員
。

イ
ケ
イ
ケ
ど
ん
ど
ん
の
当
時
を
振
り
返
り
、

「怖
い

も
の
知
ら
ず
の
時
期
も
あ
っ
た
が、

今
考
え
る
と
情
け
な
い
：
・

」
と
苦
笑
い
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
区
議
に
も
初
当
選
し
て
い
る
。

し
か
し
、
大
手
・

マ
ク
ド

ナ
ル
ド
の
大
進
出
に
よ
り
、
次
第
に
旅
行
業
へ
と
足
元
を
囲
め
る
こ
と
と
な
る
。

爆
心
地
点
は
9

、
竹

長
い
付
き
合
い
だ
っ
た
J

T
B

か
ら
の
契
約
解
除
。

そ

ん
な
思
い
も
し

な
か
っ

た
事
件
は
あ
の
テ
ロ
の
後
、
犬
伏
氏
を
直
撃。
連
日
の

キ
ャ
ン
セ
ル
。
な

の
に
支
払
い
は
待
っ
た
無
し
。
社
員
や
家
族
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
。

不
動
産
を
売
っ
て
も
借
金
し
て
も
足
り
な
い。
焦
り
だ
け
が
募
る。

悩
み
に
悩
み
苦
し
み
に
苦
し
ん
だ
末
、
破
産
を
決
め
た
。

し
か
し
・
：

「私
達

、

普
通
の
人
じ
ゃ

な
く

な
る
の
ね
」
と
妻
が
言
っ
た
。

明
日
、
破
産
す

る
と
言
う
日

、

夫
婦
で
多
摩
川
を
歩
い
た
。

「
お
金
を
返
さ
な
い」
、
そ
れ
は

普
通
以
下
の
人
間
に
な
る
と
言
う
こ
と
。
そ
れ
を
か
み
締
め
た
時

、

破
産
を
辞

め
よ
う
と
決
意
。

事
は
急
転
直
下
。

す
ぐ
に
弁
護
士
の
北
川
氏
に
全
て
を
曝
け

出
し
相
談
し
た
。
「
中
小
企
業
は
大
企
業
に
決
し
て
負
け
て
は
い
け
な
い
ん
だ

！

」
と
励
ま
さ
れ
共
に
返
済
計
画
を
練った
。

そ
ん
な
氏
の
復
活
に
か
け
る
真

剣
な
姿
勢
に
、
同
友
会
の
仲
間
ゃ
あ
の
不
動
産
屋
さ
ん
も
力
を

貸
し
た
。

本
当
に
大
変
な
時
、
心
の
支
え
に
な
っ
た
の
は
・
：「仲
間
の
声
が
一
番
嬉
し
か

っ
た
。

ダ
メ
な

状
況
の
時
こ

そ
慌
て
ち
ゃ
ダ
メ
」。
犬
伏
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

は
経
験
者
に
し
か
語
れ
な
い
重
み
が
あ
る。
と
同
時
に
ど
こ
か
昇
華
し
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
返
済
計
画
は
四
百
年
。
現
在
、
例
の
営
業
許
可
証
が

あ

っ
た
た
め
再
び
飲
食
店
経
営
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
だ。

こ
の
春
、

区
議
に
も

再

選
。
も
う
前
し
か
向
い
て
な
い

、

そ
ん
な
気
合
を
感
じ
る
。
勿
論

、

返
済
も
済

ん
で
い
な
い
し
多
く
の
人
々
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
は
事
実
。

以
前
の
経

営
に
全
く
落
ち
度
が
無
か
っ
た
と
も言
え
な
い
だ
楽

ろ
う。
し
か
し
、
犬
伏
氏
の
「
本
当
に
こ
う
な
り

材
都

た
い
と
言
う

『思
い
」
の
強
さ
」
が
周
り
の
人
々
一

も

の
心
を
動
か
し
た
。

こ
れ
は
間
違
い
な
い
。

経
営
ォ

酒
ツ
お

者
に
と
っ
て

、

こ
の
こ
と
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
ン
、

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

講
演
後
の
カ
ン
ツ
ォ
カ
ら

！
不
の
突
き
抜
け
た
歌
声
も

、

そ
の
前
進
を
称
え

弘
げ

て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
。

済
み

文
責
有
限
会
社
パ

l

ス

議
し

代
表

柳
沢
明
子

2
一
も

-ee 

作
成
砂

~ - a 
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4 フリ｝な編集「おおたの同友j
東京中小企業家同友会

大田支部 ま苦混同窓

｜幹事会報告｜
自分の興味を持ったテーマで選んで参加していたらあまり例会には参加
していなかった共通の関心が持てるテーマを追求していかないといけな
いのでは。
例会があって同友会があるといった育ち方をわれわれはしている。 例
会で発表する事で多くの気付きや学びがあった。
当初例会委員会は幹事会で例会を討議するとあまりに時間が足りない

ので、徹底的に拙論する場として設けられた。そこでは例会企画を 5 ヶ
月前に立案し、 3 ヶ月前には講師とのすりあわせを行うようにしていた。
良い例会をつくって行きたいといった人が集って例会担当と存分に論議
をした。 気に燃えてる人何人かが中心になってやったらいい。

コもう 一度正副支部長で検討させていただきたい。
正常なカタチにする努力をして、立て直していくようにする。

口会員一人ひとりが主役になるために
次回持ち越し

口南部協議会合同例会 （ 9 月 ）今年度は大田支部が担当
例会委員会の討議では、運動会を支部として提案する旨決ま った。

4/ 1 8 紹介者 ： 石井誠二氏
4/18 紹介者： 菅沼佳ー郎氏鈴木善彦氏

H11インターハンズ

コ運動会以外にも適当と思われる講師を検討し、第 2案・第 3 案として
立てて南部協議会の他支部との打合せにもっていったほうが良いのでは
ないか。
適当と思われる講師がいたらご推薦もいただきたい。

口立正大学
0経営総合特論役割分担
0インターンシップ実習要請：支部会員に案内を行う

口大田支部会員名簿の利用について
次回持ち越し

口東京同友会委員会推薦
次回持ち越し

口第 1 2回東京経営研究集会
実行委員の選出 ： 田中基茂氏、島村 亮氏

大田支部 5 月会幹事会報告 2003年 5 月 6 日 （火）

本年度の活動テーマ： ｜ チェンジ・チャレンジ ・ 元気が一番 ｜

口司会：林氏、鈴木普彦氏
1. 報告事項
口行事報告 [ 2 頁］
口会員数報告 2003.4/9~ 5/3 

入会者 2 名
鍋谷聡氏
馬場正三氏

退会者 1 名
石井博氏石井プレス工業側 4/24 

口例会の進捗状況報告（例会委員会より）
①5 月例会（担当 ：エアポー ト プロック）講師 ： 犬伏秀一氏

予定通り開催準備中。
②6 月例会（担当：大森プロック）

各プロ ッ クから 1 ・ 2 名の新会員を選出 していただき仕切り人の下、
本音トークを行う 。 例のない新しいカタチの例会を目指す。 脱マニュア
1レ。

〔討議概要〕
テーマを明確にしないと関心をもたれないのではないか。 会外にも同

友会的なアヒールをする必要がある。 同友会には皆 『経営j に関心があ
って集って来ているのであるから、そこに焦点を絞りテーマとして幹事
会での論議を大森プロックに持って行ってはどうか。例 ： 21世紀の経営
．指針
運営がイメージとして掴みづらい、 バトルと言った意気込みは分かる
が、単なる本音の言い合いでは聞 く 側に関心が持たれない。

東京中小企業家同友会

245名現在

東亜硝子工芸（的
側都宏、デザイン

4 月の行事報告
支部例会・ 2 1研研究会
支部幹事会
リバーサイドプロ ッ ク会
支部総会
立正大学講師ミーティング
大森プロ ッ ク会
21研
支部正副支部長会
立正大学経営特論（講師：斎藤氏・品川支部）
経営指針を深め広める会
支部例会委員会
立正大学経営特論（講師 ：石井誠二氏 ・ 大田支部

4/5 
/9 
/10 
/12 
/12 
/16 
/17 
/18 
/19 
/22 
/24 
/26 

＝コ大森ブロックとして、盛り上がって出てきた企画であるから、なるべ
くその意気を汲んですすめたい。 ついては今幹事会に出席し大森ブロ
ック会（5/7）に参加される方にこの論議を伝えてもらい、例会づくり
を進めるよう依頼する。

③7 月例会（担当： 2 1研）講師 ：西村尚氏都立高専校長
例会委員会では異論があり、例会日程を他の日に移す司王も含め変更の
方向で、検討がなされた。
〔討議概要〕
都立高専との付き合いをいかに今後進めて行くかの問題もある。 中小
企業塾の評価を幹事会でどうとらえるのか。 学生が中小企業へ関心を持
つ機会となっている。 都立高専側の見る目も変わって来ている。 中小企
業の側に少しずつパイプが太くなっている。 良い括が少しでも聞けるの
ならば煮詰めていったら良いのではないか。 経営に極力近づいた話をし
てもらうことも可能ではないか。
西村氏は総会の挨拶でも「何をいままでやってきたのかJ を問うてい

た。 話していただけるのであれば、 「何か一緒にやって行こう J といっ
た事も聞けるのではないか。

一
私
の
転
機
は
、
大
学
時
代
に
夜
間
警
備
の
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
時
に
訪

－
れ
ま
し
た
。
そ
の
バ
イ
ト
は
、
深
夜
、
品

川
・
川
崎
・
茅
ヶ
崎
に
あ
る
4

＋
つ
程
の
契
約
企
業
の
巡
回
見
回
り
を
車
を
使
っ
て
行
な
う
と
い
う
も
の
で

←
し
た
が
、
何
も
問
題が
起
こ
ら

な
い
場
合
は
、
ー
目
見
回
る
だ
け
で
終
了

←
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
し
た
。

そ
の
当
時
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
は
、
イ
ン

一
ベ
｜
ダ
ゲ
i

ム
が
設
世
さ
れ
始
め
、
私
は、
巡
回
途
中
に
あ
る
ゲ
l

ム
セ

一
ン
タ

l

で
こ
の
ゲ
l

ム
を

や
る
事
に
は
ま
り
ま
し
た
。

一
あ
ま
り
に
面
白
か

っ

た
た
め
、
自
分
で
こ
れ
を
買
お
う
と
思
い
立
ち
池

一袋
に
あ
る

「童
心
」
と
い
う
会
社
に
買
い
に
行
っ
た
ら
、
そ
こ
に
居
た
若

＋
い
社
長
（
刈
才
位
）か
ら
、
「
平
間
君
、
ど
う
せ
ゲ
l

ム
を
買
う
な
ら
商
売

←
で
か
い
な
よ
、

儲
か
る
よ
。

」
と
言
わ
れ
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
に
詰
め
た

一
l

万
円
札
の
束
を
見
せ
ら
れ
「
だ
け
ど
イ
ン
ベ1
ダ
は
人
気
が
高
く
品
薄

一
だ
か
ら
、

他
の
ゲ
l

ム
機
と
の
抱
き
合
わ
せ
で
し
か
売
ら
な
い
よ
。

」
と

一
い
わ
れ
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
と
自
分
で
ゲ
l

ム
屋
を
や
ろ
う
と
思
い
立
ち
ま
し

。

o

H
た
。

川
尉
川
一
幸
い
、

実
家
が
お
菓
子
屋
で
子
供
相
手
に
商
売
を
や
っ
て
い
た
た
め
、

ぺ
動
的
＋
「
横
の
倉
庫
で
ゲl
ム
屋
を
や
ら
せ
ろ
」
と
親
に
い
っ
た
ら
「
そ
ん
な
も

十
川
引

←
の
は
、
や
く
ざ
が
や
る
商
売
だ
」
と
反
対
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
押
し
切っ

1
叱
吻

一
て、
ゲ
i
ム
機
を
5

台
、
バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
で
買
っ
て
き
て
並
べ
て

•2UU

4 

ま

ら

良

一
閉
店
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
る
と
面
白
い
よ
う
に
お
金
が
は
い
る
様
に

初
恐
二
な
り
あ
っ
と
言
う
聞
に
親
の
本
業
よ
り
稼
ぐ
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し

が
っ
例

→
た
。

川
%
は

咽

私
は

、

大
学
生
で
あ
り
な
が
ら
「T
A
M
S
」
（東
京
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

て
を
て

ト
マ
シ
ン
サ
ー
ビ
ス

）
と
い
う
名
刺
を
作
り
代
表
の
一
書
き
で
熱
海
、
伊

出
会
つ

が
例
ま
東
の
ホ
テ
ル

・

旅
館
に
営
業
を
か
け
2

つ
の
ホ
テ
ル
と
取
引
を
始
め
、
最

賄
。
駒
市
盛
期
に
は
、
ω
台
位
の
ゲ
l
ム
機
を
貸
し
出
し
て
商
売
を
し
て
い
ま
し
た
。

角
川
体
く
こ
の
時

商
売
の
面
白
さ
を
知
り
ま
し
た
。

数
年
後
に
だ
ん
だ
ん
ゲ
l

ム

刻
以
齢
相
が
下
火
に
な

っ
て
き
た
時
で
す
。

ー
繰
り
代
以
最初
羽
振
り
の
良
か
っ
た
「
童
心
」
の
社
長
の
と
こ
ろ
に
修
理
に
出
し

凡
百
か
中
た
ゲ
ー
ム
機
を
取
り
に
い
っ
た
ら
、
倒
産
し
て
ト
ン
ヅ
ラ
さ
れ
、
修
理
に

2

め
な
で
出
し
た
ゲ
l
ム
機
ま
戻
っ
て
こ
ず
1
0
0

万
位
損
害
し
て
し
ま
い
、
商
売

営
り
含
て
の

l

運
よ
も
し
る
の
怖
さ
も
半
分
位
知
り
ま
し
た

。

約
一
服
一
切

劃
い
お
そ
の
後
大
学
を
卒
業
し
て
就
職
し
て
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
に
な
り
ま
し
た
が
、

項
員
委
持
概
友
て
こ
の
時
の
商
売
の
お
も
し
ろ
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
幻
才
の
時
に
脱
サ
ラ
し
て
、

事
委
会
の
諮
問7
1

崎
会
例
会
討
糾
自
分
で
作
っ
た
自
動
車
整備
業
専
用
ソ
フ
ト
を
販
売
す
る
会
社
を
や
っ
た

－
胡
例
〔
ら
、
き

っ
と
儲
か
る
に
違
い
な
い
と
思
い
ベ
l
ス
シ
ス
テ

ム
側
を
始
め
ま

2

し
た
。

支部幹事会
大森ブロック会
リバーサイドブロ ッ ク会
立正大学経営特論（講師：久永氏 － 大田支部）
都立高専との活動打合せ
支部正副支部長会
立正大学経営特論（講師 ：伊藤氏・世田谷支部）
支部例会
2 1研
立正大学経営特論（講師 ： 小野氏・目黒支部）
経営指針を深め広める会
都立高専交流会
立正大学経営特論（講師：秋元氏 ・ 大田支部）

5 月の予定
5/6 
/7 
/8 
/10 
/13 
/15 
/16 
/19 
/21 
/24 
/27 
/27 
/31 

コ21研でテーマを明確に決めて、エネルギッシュな賠が聞けるように十
分な西村氏とのすり合わせをしていただく 。当初の予定通り 開催する。

④8 月例会（担当 ： エアポートブロック ）
⑤9 月例会＝南部協議会合同例会 ［討議内容1
口支部総会 （4/ 1 2 ） 総括

多数のご来賓もご臨席を賜った。参加者も多く盛り上がった総会であっ
た。

.. ~み

李ゑ

機

の

~ 

ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
平
間
潤
一

（
大
森
”
フ
ロ
ッ
ク

）
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株
式
会
社
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ム
ズ

岨
専
務
取
締
役
河
津
文
三

（リ
バ
ー
サ
イ
ド
ブ
ロッ
ク
）

2
0
0
3

年
も
中
盤
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な

大
変
面
倒
な
お
話
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
ま
し

た
、

内
海
さ
ん
に
ま
ず
感
謝
い
た
し
ま
す
。
当
社
で

は
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
企
画
か
ら
仲
介
管
理
業

務
、
土
地
、
建
売
住
宅
の
企
画
販
売
業
務
、

建

設
工
事
、
リ
フ
ォ
ー
ム
業
務
を
主
と
し
て
い
ま

す
が
、
不
動
産
業
も
苦
境
の
時
代
を
迎
え
生
き

残
り
を
懸
け

、

い
ま
ま
で
の
様
な
、
や
り
方
で

業
を
営
む
会
社
は
ほ
と
ん
ど
が
倒
産
を
す
る
だ

ろ
う
。

ま
た
倒
産
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な

い
か
と
も
思
う
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
プ

ロ
意
識
が
な
さ
過
ぎ
、
研
究
さ
れ
て
な
く
、
特

化
さ
れ
て
い
な

い
。

こ
ん
な
状
況
で
あ
る
か
ら

い
つ
ま
で
経
っ

て
も
不
動
産
業
が
人
々
に
認
め

ら
れ
て
い
な
い
職
種
で
は
な
い
か
と
思
う
。

不

動
産
に
は

一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
な
く
、
場

所
が
遠
け
れ
ば
、

面
積
も
違
う
、
そ
の
不
動
産

を
い
か
に
有
効
に

、

ま
た
、
そ
の
町
に
調
和
す

る
か
を
創
造
す
る
の
が
私
の
挑
戦
で
も
あ
り
、

大
き
な
課
題
で
も
あ
る
。
た
だ
造
れ
ば
い
い

、

売
れ
ば
い
い
な
ど
と
い
う
思
考
を
な
く
し、
単

に
物
売
り
を
す
る
の
で
は
な
く
、
い
か
に
そ
の

不
動
産
を
有
効
的
に

、

且
つ
そ
の
土
地
柄
や
周

辺
環
境
に
見
合
っ
た
物
を
造
る
か
を
考
え
、
ま

た
、
は
や
り
物
で
は
な
く
時
代
を
見
据
え
た
良

質
な
建
物
を
造
り
出
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

最
近
で
は
大
規
模
な
再
開
発
が
多
く、

六
本
木

、

汐
留

、

品
川
と
長
い
年
月

、

研
究
を
重
ね
、
ま

た
、
行
政
と
業
者
が

一
体
と
な
り
新
た
な
都
市

空
間
が
現
実
的
に
完
成
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
基

本
的
な
精
神
と
し
て
常
に
良
い
仕
事
を
し

、

そ

の
対
価
と
し
て
お
金
が
生
ま
れ
た
の
だ
と、
ま

た
、
生
ま
れ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
し
て
益

々
良
い
住
環
境
を
創
造
す
る
た
め
挑
戦
し
続
け

ま

す
。

・
お
・
田
両－m
・
ぉ・
明
白－m
－
m
・
ぉ
・
ぉ
・
国
的・国
的・∞
∞・∞
∞・∞
∞・∞
∞・お
・
ぉ
・
∞
品・曲
師・∞
∞－m
・
∞
曲・明
白・ぉ
・
回
品・∞
∞・お
－
m
・
お
・
お
・
∞
や
お・
∞
∞・開
品

有
限
会
社
ム
ッ
シ
ユ
ミ
ツ
オ

代
表
取
締
役
佐
々
木
光
雄

（大
森
ブ
ロ
ッ
ク

）

私
は
女
性
に
携
わ
る
美
容
の
仕
事
を
均
年
あ
ま
り
や
っ
て
お
り
ま

す
。

私
の
当
初
の
目
標
は
私
が
叩
歳
に
な
っ
た
ら
後
継
者
（
息
子
）
を

育
て
て
こ
の
仕
事
の
現
場
か
ら
し
り
ぞ
き
、
経
営
に
専
念
す
る
事
で

ー
レ
ト
～
。

今
現
在
は
現
場
と
経
営
を
両
立
し
な
が
ら
、
へ
ア
l

サ
ロ
ン
2

店

舗
と
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
を

（ス
タ

ッ
フ
8

名
）
や
っ
て
お
り

ま
す
。
「
健
康
な
毛
髪
と
素
肌
美
」
を
テ
l

マ
に
一
つ

一
つ
こ
だ
わ

り
を
持
っ
て
や
っ
て
来

ま
し
た
。

し
か
し
、
も
っ
と
サ
ロ
ン
を
基
盤

と
し
て
生
か
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
と
色
々
と
手
が
け
ま
し
た
が
、
今
一

度
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
る
事
が
難
し
く
、
今
に
い
た
っ

て
た
所
に

同
友
会
の
薦
め
が
あ
り
、
今
年
入
会
致
し
ま
し
た
。

何
度
か
会
合
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
企
業
で

成
功
さ
れ
て
い
る
方
々
と
出
会
い
、
と
て
も
刺
激
に
な
り
、
私
も
ま

だ
ま
だ
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。2

0
0
3

年
は
今
ま
で
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、
ブ
ラ
イ

ダ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業
部
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
確
立
出
来
る
事
を

目
標
に
挑
戦
し
て
行
く
決
意
で
す。

同
友
会
の
皆
様
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

’03 
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株
式
会
社
た
び
プ
ラ
ザ

代
表
取
締
役
伊
膝
繁
美

（エ
ア
ポ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク

）

旅
行
会
社
を
始
め
て
l

年
、

経
営
の
難
し
さ
を
感
じ
な

が
ら
も
無
我
夢
中
で
気
が
つ
い
た
ら、

「
お
か
げ
さま
で

l

周
年
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

無
事
終
了
し
て
い
ま
し

た
。

イ

ラ

ク
戦
争
が
終
わ
っ
た
と
い
え
ど
も
、
ま
だ
ま
だ
テ

ロ
の
心
配
も
あ
り
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
な
の
に

、

今
度

は
S
A
R
S

問
題
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
光
明
が
さ
す
ん
だ

ろ
う
ね
、

と
皆
様
に
同
情
さ
れ
る
毎
日
で
す
が、

今
の
と

こ
ろ
海
外
比
重
の
低
い
弊
社
で
は
、

逆
に
追
い
風
に
な
っ

て
い
る
く
ら
い
で

、

大
き
な
負
担
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん

。

と
言
っ
て
も

、

ま
だ
ま
だ
皆
様
の
ご
協
力
な
し
で
は

、

や
っ
て
い
け
る
状
況
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

ど
ん
な
時
も
前
向
き
に
行
動
し

、

積
極

的
に
動
け
ば
流
れ
を
呼
び
込
む
事
が
で
き
る
事
を
こ
の
l

年
で
学
び
ま
し
た
。
同
友
会
の
皆
様
が
よ
く
言
っ
てい
る

、

経
営
者
の
や
る
気
と
元
気
が
会
社
の
浮
沈
を
左
右
す
る
事

を
強
く
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

昨
年

、

世量
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有
限
会
社

華陳
玉
芳
（大
森
ブ
ロ
ッ
ク

）

豊

仕
事
が
楽
し
い
商
売
の
び
の
び

私
が
レ
ス
ト
ラ
ン
の
仕
事
を
始
め
て
今
年
で
叩
年
に
な
り
ま
す
。
接

客
の
仕
事
は
自
分
の
気
持
ち
が
楽
し
く
な
い
時
に
は
お
客
様
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
低
下
し
が
ち
で
す。
私
は
何
時
で
も
何
処
で
も
常
に
明
る

く

元
気
に
楽
し
く
人
と
話
し
た
り

、
接
客
し
た
り
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

こ
ち
ら
か
ら
明
る
く
接
す
れ
ば
相
手
も
す
ぐ
に
心
を
聞
い
て
く

れ
ま
す
。

お
互
い
気
持
ち
の
良
い
時
に
は
楽
し
い
話
題
が
多
く
、
美
味

し
い
お
料
理
と
良
い
お
酒
が
あ
れ
ば
楽
し
い
話
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
行

き
ま
す
。

食
べ
物
商
売
に
は
食
材
を
吟
味
す
る
の
が
基
本で
す
。
そ
し
て
良
い

ス
タ
ッ
フ
を
得
る
事
、
そ
し
て
お
客
様
に
対
し
気
持

ち
良
く
接
す
る
事

だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
3

つ
が
揃
っ
て
こ
そ
お
客
様
が
私
達
の
店
へ
足

を
運
ん
で
下
さ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

お
店
に
来
ら

れ
る
お
客
様
は
自

分
の
家
に
帰
る
様
な
気
持
ち
で
い
ら
し
て
下
さ
い
ま
す
。
や

は
り
お
酒

を
楽
し
く
飲
み
美
味
し
い
料
理
が
あ
れ
ば
笑
い
声
の
絶
え
な
い
お
店
に

す
る
に
は
こ
の
3

つ
の
基
本
姿
勢
が
あ
る
か
ら
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま

少
年
野
球
の
B

チ
l

ム
の
監
督
を
引
き
受
け
る
事
に
な
り

、

仕
事
の
合
間
に
要
領
よ
く
指
導
し
て
い
ま
し
た

が
、

結
果

は
、
日

連
敗
ひ
と
つ
も
勝
つ
事
が
で
き
ず
シ
ー
ズ
ン
が
終

了
、

一
方
A

チ
l

ム
は
、

リ

ー

グ
優
勝
を
含
む

、

3

タ
イ

ト

ル
も
取
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

実
力
差
は

、

そ
ん
な
に
な
い
は
ず
で
し
た
が

、

天
と
地

の
結
果
が
で
て
し
ま
っ
た
事
は、

指
導
者
の
違
い
だ
け
が

原
因
だ
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

B

チ
l

ム
の
子
ど
も
達
に

は
、

大
変
か
わ
い
そ
う
な
事
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が

、

こ
れ
も
人
生
と
諦
め
て
頂
き

、

こ
れ
が
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ

て
負
け
組
み
に
な
ら
な
い
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。
少
年

野
球
も
会
社
経
営
も
、

先
頭
を
走
る
者
の
気
持
ち
で
、

前

に
も
行
け
ば
、

後
ろ
に
も
下
が
る
、

羊
を
リ
ー

ダ
ー

と
す

る
狼
の
群
れ
よ
り
も

、

狼
を
リ
ー
ダ
ー
す
る
羊
の
群
れ
の

方
が
強
い
集
団
で
あ
る
の
た
と
え
を
肝
に
銘
じ

、

こ
れ
か

ら
も

、

信
念
と
や
る
気
と
元
気
を
も
っ
て

、

積
極
的
に
行

動
し
て
い
く
事
が
経
営
者
と
し
て
の
私
の
挑
戦
だ
と
思
い

ま
す
。

い
つ
か
、

同
友
会
の
皆
様
か
ら
も

、

旅
行
の
事
な
ら

【た
び
プ
ラ
ザ
】
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

お
・
∞
∞・お
－
m
・

総
－
m
・
ぉ
・

お
－
m
・

お
・

師
同・ぉ
・

お
・

お
・

抽
出・∞
∞・お
・
お
・

∞
∞－m
・
お
・
お・
銘
・
世
田・お
・
お
・
お・
日
品・匁
・
臼
・

す
。
私
は
日
頃
、
地
域

、

お
客
様
、

友
人

、

知
人
、
ど
な

た
か
ら
で
も
そ
の
方
の
意
見
を
聞
く
様
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
意
見
は
、
私
に
と

っ
て
自
分
自
身
の
勉
強
に
な

る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
皆
さ
ん
か
ら
大
切
な

宝
を
頂
い
た
の
と
同
じ
で

す
。
町
内
や
学
校
の
催
し
ゃ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
参
加
し
て
お

り
ま
す
。

私
は
体
を
動
か
す
事
が
大
好
き
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
に
も
地

域
や
人
々
に
感
謝
し
な
が
ら
運
動
の
つ
も

り
で
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

仕
事
は
全
て
が
商
売
で
は
な
い
で
す
か
ら
ね
。

人
と
会
っ
て
話
す
事
は

親
近
感
を
増
し
、
信
頼
感
を

も
得
る
事
が
出
来
ま
す
。

店
も
出
来
る
だ

け
皆
と
協
力
し
て
楽
し
く
や
っ
て
ゆ
き
た

い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

や

る
気
の
あ
る
元
気
で
明
る
い
ス
タ

ッ
フ
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

現
在
私
は
主
婦
で
あ
り
3

人
の
子
供
の
母
親
で
す
。
家
事
も
皆
さ
ん

と
同
じ
様
に
や
っ
て
い
ま
す
。
夫
は
貿
易
会
社
を
経
営
し
て
お
り
ま
す
。

家
族
も
仲
良
く
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
毎
朝
友
人
や
知
人
が
良
く
な
る

事
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

常
に
プ
ラ
ス
思
考
で
い
る
と

自

然
と
う
ま
く

ゆ
く
場
合
が
多
々
あ
り
ま
す
。

自
分
が
楽
し
い
事
を
描
き
皆
さ
ん
に
幸
せ
を
贈
り、
自

分
自
身
も
成

長
で
き
れ
ば
願
っ
て
も
な
い
事
で
す。
私
今
こ
う
し
て
元
気
で
仕
事
が

出
来
る
の
は
お
客
様
や
近
所
の
人
、
ス
タ
ッ
フ
、
家
族
の
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
社
会
に
対
し
て
も
っ
と
貢
献
し
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と

思
い
ま
す
。
お
か
げ
様
で
独
立
6

年
目
に
な

り
現
在
5

店
舗
経
営
し
て
お
り
ま
す
。

中
国
料
理
珍
昧
楼
・
楽
し
い
居
酒
屋
来
富
市
場

z
z
u一
＼
＼をさ
さ
・
干
ハ
ω
『
O
コ
ム
『
ω
a
o
・0
0
・吉
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今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
株
式
会

社
工
イ
ジ
ア
の
え
と
う
あ
き
ら
代
表
取

締
役
で
す
。

委
員
長
の
荒
井
さ
ん
か
ら

「
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
推
薦
し
た

い
人
が
い
る
ん
だ
け
ど
・
：
」
と
、
え
と

う
社
長
の
お
名
前
を
い
た
だ
く
。

予
習

の
為
に
会
社
の
H
P

を
聞
い
て
み
た
。

む
む
：
・
難
し
く
て
良
く
わ
か
ら
な
い
：
・

言
葉
が
わ
か
ら
な
い
、
意
味
が
わ
か
ら

な
い
、
何
を
し
て
い
る
会
社
だ
か
良
く

わ
か
ら
な
い
・
：

不
安
を
か
か
え
つ
つ
青

物
横
丁
駅
近
く
の
本
社
へ
う
か
が
い
ま

し
た
。
立
派
な
ピ
ル
に
大
き
な
看
板
。
す
ご
l

い
！
こ
ん
な
自
社
ピ
ル
？

（
本
当
は
賃
貸
）
を持
っ
て
い
る
な
ん
て
・
：
。

私
の
緊
張
は
増
す
ば
か
り
。

ち
づ
こ

一

「会
社
の
業
務
内
容
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」

え
と
う

一

「最
先
端
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
、
コ
ン
テ
ン
ツ
企
画
、
マ

ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
融
合
さ
せ
て
、
最
適
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
在
り
方
を
提
案
し
て
い
く
会
社
で
す
。

3

月
か
ら
、
A
S

P

事
業
展
開
を

考
え
て
い
る
会
社
に
自
社
開
発
ソ
フ
ト

「W
E

B
C
A
S

」
を
使
用
し
た
A
S
P

パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
提
供
を
始

め
ま
し
た
」

ち
づ
こ

一
「
？
？
？
」
（
次
に
何
を
き
い
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

・
：

）

「W
E
B
C
A
S

っ
て
何
の
略
で
す
か
？
」

え
と
う
一

「者
与
の

o
ヨ
3
2
0
〉
宅
一
－
s
z
g

∞
志
向
。
5

優
秀
な
営
業
マ
ン
の

仕
組
み
を
作
り
上
げ
た
の
が
W
E
B
C
A
S

で
す
。
優
秀
な

営
業
マ
ン
が
感
覚
的
に
や
っ
て
い
る
こ
と
を

、

会
社
の
マ
ニ
ュ

ア
ル

化
す
る
ん
で
す
。
情
報
収
集
か
ら
そ
れ
に
応
じ
た
適
確
な

対
応
・
：。
開
き
さ
巧

Z
1

誰
か
特
定
の
人
が
持
っ
て
い
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
、
形
式
値
と
し
て
本
当
の
開
き
毛
出

O
毛
に
か
え
る
の
が

W
E
B
C

A
S

で
す
。
営
業
社
員
の
質
の
底
上
げ
で
す
ね
。
」

ち
づ
こ

一
「
な
る
ほ
ど
l

！
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ら
で
は
の
技
術
が
使
わ

れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

I
T

っ
て
効
率
化
し
て
人
が
い
ら
な
く

な
る
ば
か
り
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ひ
と
り
の
社
貝
の
生

産
性
を
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
も
す
る
ん
で
す
ね
。

」

え
と
う
一

「
今
、
ネ
ット
ビ
ジ
ネ
ス
の
在
り
方
の
見
な
お
し
時
期
に
き
て

い
ま
す
。
今
ま
で
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
は
特
殊
な
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と

思
わ
れ
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殊
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ゃ
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今
後
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社
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が
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の
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業
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ん
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喜
ん
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式
公
開
し
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大
手
企
業
か
ら
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提
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話
が
増
え
ま
し
た
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今
後
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さ
ら
に
上
の
市
場
を
最
低
へ

目
指
し
て
い
き
ま
す
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